














 中村要と火星観測を通じて親交があったスコフィールド Richard Schofield（1890? – 
1940）は、「スコフィールド商会」を神戸に設立し、1914 年から 1936 年にかけて商用暗号
電報コードを開発、英語のコードブックを多数出版していたビジネスマンであり技術者で
あった。暗号電報のための検誤表 Schofield’s Electric Phrase Code(1914)の発明は彼による












    
           往復書簡集（表紙）と中村要との手紙のページ 
スコフィールドはビジネス関係や個人の手紙をきちんとスクラップブックに整理して保











太郎より 1 通、島津製作所の島田（2 通）、聖ヨセフ・カレッジ（横浜）の J.F. ジャニング





   
R.スコフィールドの肖像  スコフィールドの自宅の   カルバー８吋反射鏡と同架された 
観測所（神戸市）      アーウィング鏡 
（資料番号 2-f48-3）       （中村要紀念アルバム：資料番号 3-105-3 より） 
往復書簡によると、スコフィールドが京大天文台に事務局のあった天文同好会（Society of 











反射望遠鏡は日本へ最初に輸入されたカルバー鏡である。カルバーは 19 世紀末から 20 世
紀初めにかけて活躍した英国の反射望遠鏡メーカーで、当時は世界の多くの天文台でも彼
の望遠鏡が使われていた。現存するカルバー製作の最大口径の反射望遠鏡は米国リック天












測をおこなっていた。スコフィールドが 1926 年ころになるとカルバー8 1/2”鏡を手放すこ
とを考えはじめたのも、神戸のそうした気象条件から、口径 5 インチクラス反射望遠鏡の
ほうがよいことに気づいたからであろう。中村要に 4 1/4”反射鏡の製作を依頼し、1926 年
7 月に入手している。 











採用され Popular Astronomy 誌に掲載されている。これは日本の火星研究史の分野ではこ
れまで知られることも無く、うもれていた真実の再発見である。 
   
  火星観測資料：左から 1 冊目と 3 冊目がスコフィールド   スコフィールドのカラースケッチ 
  の観測野帳、2 冊目は中村要の観測野帳、4 冊目は Popular （1922 年 7 月 16 日） 




中村要との往復書簡は、1933 年 2 月 15 日付のスコフィールドからの手紙で終わってい
る。この手紙ではようやく商用電報コードブックのしごとが終わり天文研究を再開したい
こと、また 8 1/2”カルバー鏡と 4”鏡の銀メッキも依頼している。しかし中村はその前年の
1932 年 9 月 24 日に亡くなっており、半年後に手紙を書いたスコフィールドはまだそのこ
とを知らなかった。その前の手紙のやりとりは 6 年前までさかのぼる 1927 年 9 月 27 日付
で、中村より天文同好会の東京支部長をしていた五藤光学研究所の五藤斎三がスコフィー
ルドの 8 1/2”カルバー鏡を入手したがっていること、カルバーがこの年の 7 月 7 日に 92 歳
で亡くなったことを知らせている。そしてようやく完成したエリソン鏡のための経緯台と
一緒に写した自画像の写真を 1 枚同封している。それに対してスコフィールドからは 1927
年 10 月 3 日の返事で、650 円でカルバー鏡を譲る事を知らせている。この商談は成立しな
かったらしい。これが書簡の空白が 6 年にも及ぶことになった一因かもしれない。もちろ
































東条天文台が置かれた天王山（左）と尼巌山（右）（4 月 20 日撮影） 
 
んだという。望遠鏡の行方も長野市博物館に寄贈されて保管庫に眠っていることをつきと




























   
長野市立博物館に保管されていたカルバー8.5 インチ反射望遠鏡の鏡筒、器械部品、主鏡、銘（主鏡裏面）、
接眼鏡類。製作者銘は”G. Calver 1,888 = 7ft 2″”と細い字で刻まれている。 
 
（2015 年 1 月記、12 月改訂） 
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追記：2015 年秋には、長野市博において 8インチカルバー赤道儀の復元組立が始まった。
近い将来この望遠鏡を用いて市民観望会が開催されるだろう。 
 
